
ユースプラットフォームについて説明を受ける

免
除
願
い
、
1
教
会
付
属
施

設
の
新
規
貸
付
申
請
が
あ
っ

た
こ
と
を
報
告
し
た
。

2
0
1
8
年
夏
災
害
（
大

阪
北
部
地
震
、西
日
本
豪
雨
、

台
風
21
・
24
号
、
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
）
の
た
め
の
救

援
対
策
献
金
は
、
6
月
末
現

在
、
3
7
9
8
万
3
4
3
6

円
さ
さ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
感
謝
を
述
べ
た
。

　
事
務
局
コ
ピ
ー
機
リ
ー
ス

契
約
の
確
認
を
怠
っ
た
こ
と

に
関
し
て
総
務
幹
事
、
財
務

幹
事
を
譴
責
処
分
と
し
た
こ

と
を
報
告
し
た
。

　
報
告
の
最
後
に
秋
山
総
幹

事
は
、
第
2
回
常
議
員
会
以

降
に
逝
去
報
告
の
あ
っ
た
教

師
26
名
、
宣
教
師
2
名
の
氏

名
を
読
み
上
げ
祈
り
を
さ
さ

げ
た
。

　
な
お
、
総
幹
事
報
告
の
中

で
、
総
幹
事
室
に
設
置
さ
れ

た
青
年
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
報
告

が
あ
っ
た
（
2
面
詳
細
）。

　
東
日
本
大
震
災
救
援
対
策

継
続
事
業
委
員
会
報
告
で
、

久
世
委
員
長
は
、
宇
都
宮
上

　　常議員会第41総会期
第
４
回

ユ
ー
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
進
捗
状
況
に
つ
い
て
報
告

お
知
ら
せ

　「
教
団
新
報
」
今
号
を

4
9
0
8
・
0
9
合
併
号

と
し
、
次
号
は
9
月
14
日

に
発
行
し
ま
す
。

総
幹
事
　
秋
山
　
徹

町
教
会
の
関
係
施
設
で
あ
る

子
ど
も
園
か
ら
の
新
規
貸
付

申
請
（
1
0
0
0
万
円
）、

東
北
教
区
と
鹿
島
栄
光
教
会

か
ら
の
貸
付
金
残
額
返
済
免

除
願
い（
残
額
7
9
5
万
円
）

に
つ
い
て
報
告
し
た
。
予
算

決
算
委
員
会
の
判
断
を
経
て

常
議
員
会
に
決
定
を
求
め

た
。

　
宇
田
真
予
算
決
算
委
員
長

は
、
新
規
貸
付
は
被
災
以
降

の
ひ
と
つ
な
が
り
の
事
業
と

判
断
し
貸
付
は
妥
当
と
判
断

し
た
こ
と
、
ま
た
返
済
免
除

は
半
額
を
東
北
教
区
が
負
担

し
、
残
り
を
損
金
処
理
す
る

こ
と
に
な
る
と
報
告
し
た
。

　
質
疑
を
経
て
、
貸
付
申
請

は
、
報
告
承
認
を
も
っ
て
執

行
を
承
認
し
た
。
返
済
免
除

願
い
は
、
報
告
の
み
承
認
し

て
、
議
案
と
し
て
新
た
に
提

案
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
教
師
養
成
制
度
検
討
委
員

会
報
告
で
、
菅
原
力
委
員
長

は
、
今
期
委
員
会
で
は
二
種

教
職
制
に
つ
い
て
、
41
教
団

総
会
で
九
州
教
区
よ
り
教
憲

9
条
変
更
議
案
が
取
り
下
げ

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
協
議
・

検
討
を
終
了
す
る
こ
と
を
報

告
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
梅
崎
浩
二

常
議
員
は
、
議
案
取
り
下
げ

と
検
討
終
了
の
関
係
を
問
う

た
。
菅
原
委
員
長
は
、
上
程

さ
れ
て
い
な
い
議
案
を
委
員

会
で
は
扱
え
ず
、
委
員
会
の

検
討
終
了
は
そ
の
ま
ま
教
団

で
の
検
討
終
了
で
は
な
く
、

常
議
員
会
に
検
討
を
戻
し
て

﹁
伝
道
推
進
基
本
方
針
﹂展
開
案
を
可
決

　
二
日
目
、「
教
団
伝
道
対

策
検
討
委
員
会
報
告
」と「
教

団
伝
道
推
進
に
関
す
る
件
」

の
審
議
に
時
間
を
割
き
、
賛

成
多
数
で
承
認
・
可
決
し
た
。

　
伝
道
対
策
検
討
委
員
会
報

告
の
中
で
、
機
構
改
定
検
討

小
委
員
会
の
久
世
そ
ら
ち
委

員
長
が
検
討
結
果
を
報
告
し

た
。
教
団
総
会
議
員
「
教
師

1
0
0
名
、
信
徒
1
0
0

名
」、
推
薦
議
員
「
16
名
を

超
え
な
い
範
囲
」、
議
員
配

分
は
「
一
定
数
を
各
教
区
で

取
り
、
残
数
を
教
会
数
、
教

師
数
及
び
信
徒
数
そ
れ
ぞ
れ

の
百
分
比
の
和
を
三
分
し
た

数
を
基
準
」
を
維
持
、
常
議

員
「
三
役
、
教
師
6
名
、
信

徒
6
名
」。

　
報
告
が
、教
団
総
会
議
員
、

常
議
員
の
こ
と
に
絞
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
つ
き
、
久
世
委

員
長
は
「
こ
れ
で
終
わ
り
で

は
な
く
、
前
総
会
期
に
出
た

骨
子
を
出
発
点
と
し
、
検
討

を
重
ね
る
」
と
述
べ
た
。

　
ま
た
「
数
を
削
減
し
て
、

多
様
な
意
見
が
反
映
さ
れ
る

の
か
疑
問
」、「
各
教
区
の
議

員
数
を
ど
う
定
め
る
の
か
根

拠
づ
け
が
必
要
」、「
常
議
員

15
名
で
は
、
17
教
区
の
意
見

が
反
映
さ
れ
る
こ
と
が
担
保

さ
れ
ず
不
適
当
」
等
の
意
見

が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
久
世
委
員
長
が
、

「
全
国
各
地
の
教
会
・
伝
道

所
が
生
き
生
き
と
す
る
こ
と

が
大
切
」
と
述
べ
た
こ
と
に

対
し
、「
多
様
性
が
生
か
さ

れ
る
ベ
ー
ス
と
し
て
、
信
仰

の
一
致
が
重
要
」
と
の
意
見

が
あ
っ
た
。

　「
教
団
伝
道
推
進
に
関
す

る
件
」
で
は
、
伝
道
推
進
基

本
方
針
展
開
検
討
小
委
員
会

の
岸
俊
彦
委
員
長
が
、「
教

団
伝
道
推
進
基
本
方
針
」
の

展
開
案
を
報
告
し
た
。「
日

本
伝
道
推
進
を
祈
る
日
」（
毎

月
第
3
主
日
）
を
2
0
1
9

年
10
月
か
ら
実
施
、
各
教
区

が
小
規
模
教
会
・
伝
道
所
を

5
教
会
程
度
挙
げ
、
毎
月
2

教
区
ず
つ
覚
え
て
祈
る
こ
と

を
提
案
し
た
。
ま
た
、「
全

国
伝
道
推
進
献
金
」
と
し

て
、
各
教
会
が
、
祈
り
に
覚

え
た
教
区
と
教
会
そ
れ
ぞ
れ

に
1
0
0
0
円
以
上
を
献
げ

る
こ
と
等
を
提
案
し
た
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
信

徒
・
教
職
に
よ
る
伝
道
推
進

の
全
国
組
織
を
立
ち
上
げ
、

諸
献
金
を
全
国
伝
道
推
進
献

金
に
一
本
化
で
き
れ
ば
、
伝

道
資
金
も
、
こ
の
献
金
に
置

き
換
わ
る
と
の
方
向
を
示
し

た
。

　
討
議
に
お
い
て
、
5
教
会

の
選
出
に
は
、
信
仰
告
白
を

重
ん
じ
、
教
憲
教
規
の
遵
守

を
求
め
る
条
項
を
設
け
る
の

か
が
問
わ
れ
、
岸
委
員
長

は
、
遵
守
は
大
前
提
で
あ
る

と
し
「
方
針
は
し
っ
か
り
と

打
ち
出
し
、
教
区
を
信
頼
し

て
任
せ
る
」
と
の
立
場
を
示

し
た
。
こ
の
点
に
つ
き
、
伝

道
資
金
の
未
受
洗
者
配
餐
に

関
す
る
指
針
を
外
す
要
望
が

大
阪
教
区
か
ら
出
て
い
る
こ

と
に
触
れ
「
信
仰
の
一
致
を

確
認
、
明
記
す
べ
き
」、「
フ

リ
ー
聖
餐
は
、
単
に
教
区
を

信
頼
す
る
し
な
い
の
問
題
で

は
な
く
、丁
寧
に
扱
う
べ
き
」

と
の
意
見
が
あ
る
一
方
、「
出

来
る
だ
け
縛
り
を
無
く
し
、

皆
が
関
わ
れ
る
よ
う
に
す
べ

き
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
全
国
伝
道
推
進
献
金
と
伝

道
資
金
の
一
本
化
に
つ
い
て

は
、
早
急
に
実
施
す
る
こ
と

が
全
体
教
会
の
益
と
の
意
見

が
あ
っ
た
。（

嶋
田
恵
悟
報
）

解
放
セ
ン
タ
ー
決
算
承
認
を
保
留

　
財
務
関
連
は
、
ま
ず

2
0
1
8
年
度
教
団
歳
入
歳

出
第
2
次
補
正
予
算
と
決
算

が
取
り
扱
わ
れ
、
宇
田
真
予

算
決
算
委
員
長
が
説
明
を

行
っ
た
。

　
補
正
予
算
は
、
経
常
会
計

の
事
業
活
動
収
入
計
が
3

億
1
6
1
5
万
1
0
0
0

円
で
、
第
1
次
補
正
予
算
に

比
し
て
1
8
1
万
9
0
0
0

円
の
増
、
支
出
計
は
2
8
5

万
7
0
0
0
円
増
の
3
億

2
8
8
5
万
6
0
0
0

円
、
収
支
は
1
2
7
0
万

5
0
0
0
円
の
マ
イ
ナ
ス

と
な
る
。
収
益
事
業
会
計
の

事
業
活
動
収
入
計
は
6
万
円

増
の
2
3
0
4
万
2
0
0
0

円
、
支
出
計
は
1
8
9
万

9
0
0
0
円
増
の
2
5
7
9

万
3
0
0
0
円
で
、
2
7
5

万
1
0
0
0
円
の
赤
字
。

　
決
算
は
、
経
常
会
計
の
事

業
活
動
収
支
が
収
入
計
3
億

1
5
9
8
万
5
1
9
4
円
に

対
し
支
出
計
3
億
2
1
3
2

万
3
7
8
6
円
で
、
5
3
3

万
8
5
9
2
円
の
差
損
。
こ

れ
に
投
資
活
動
収
支
を
含
め

る
と
最
終
的
に
1
4
7
万

9
1
1
0
円
の
欠
損
で
あ

る
。
収
益
事
業
会
計
の
収
支

は
、
2
5
9
万
2
2
8
4
円

の
赤
字
と
な
っ
た
。
補
正
予

算
と
決
算
い
ず
れ
も
承
認
さ

れ
た
。

2
0
1
9
年
度
実
行
予
算

は
、
事
務
機
器
の
リ
ー
ス
・

保
守
料
捻
出
等
の
た
め
、
支

出
計
が
当
初
予
算
案
比
で

1
2
8
万
5
0
0
0
円
増
の

い
る
こ
と
だ
、
と
答
え
た
。

　
菅
原
委
員
長
は
、
40
総
会

期
委
員
会
に
4
名
の
講
師
を

招
い
て
二
種
教
職
制
の
問
題

と
課
題
に
つ
い
て
学
ん
だ
内

容
開
示
に
応
じ
る
、と
し
た
。

（
新
報
編
集
部
報
）

3
億
6
2
9
万
7
0
0
0

円
で
、
収
支
は
1
2
5
万

1
0
0
0
円
の
マ
イ
ナ
ス
と

な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
石
橋
秀
雄
議
長
が
、
今
回

の
予
算
案
に
は
反
映
さ
れ

て
い
な
い
が
沖
縄
宣
教
連

帯
金
を
現
在
の
40
万
円
か
ら

1
2
0
万
円
と
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
予
算
決
算
委
員
会

に
検
討
を
依
頼
し
て
い
る
旨

を
申
し
添
え
た
。
採
決
の
結

果
、
実
行
予
算
は
可
決
さ
れ

た
。

　
部
落
解
放
セ
ン
タ
ー
の
決

算
報
告
で
は
斎
藤
成
二
運
営

委
員
長
に
よ
る
説
明
の
後
に

雲
然
俊
美
書
記
が
、
本
来
同

額
で
あ
る
教
団
の
解
放
セ
ン

タ
ー
繰
出
金
と
、
セ
ン
タ
ー

側
の
教
団
繰
入
金
の
額
に
齟

齬
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

責
任
役
員
会
で
指
摘
が
あ
っ

た
こ
と
を
含
ん
で
審
議
し
て

ほ
し
い
と
述
べ
た
。
こ
の
齟

齬
は
、
セ
ン
タ
ー
側
が
職
員

の
通
勤
定
期
券
代
を
繰
入
金

か
ら
差
し
引
い
た
上
で
計
上

し
た
た
め
に
発
生
し
た
も
の

で
、
会
計
ソ
フ
ト
が
複
雑
で

修
正
が
難
し
い
た
め
、
こ
の

ま
ま
審
議
す
る
こ
と
が
議
場

に
求
め
ら
れ
た
。し
か
し「
こ

れ
で
は
使
途
不
明
金
が
存
在

す
る
こ
と
に
な
る
、
修
正
す

べ
き
」と
の
意
見
が
相
次
ぎ
、

今
回
の
採
決
は
見
送
る
こ
と

に
な
っ
た
。
付
随
し
て
予
算

案
の
審
議
も
見
送
っ
た
。
　

　
ほ
か
に
も
、
運
営
資
金
繰

越
金
（
2
6
6
6
万
円
）
に

な
お
3
0
0
万
円
積
立
て
を

行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
カ
ナ

ダ
合
同
教
会
か
ら
の
指
定
献

金
（
3
0
0
万
円
）
の
使
途

報
告
有
無
に
つ
い
て
等
の
意

見
が
あ
っ
た
。

　
教
団
各
種
セ
ン
タ
ー
決

算
、
年
金
局
と
「
隠
退
教
師

を
支
え
る
運
動
」
推
進
委
員

会
の
決
算
お
よ
び
予
算
案
も

審
議
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も

承
認
・
可
決
さ
れ
た
。

（
米
山
恭
平
報
）

7
月
8
日
、
9
日
、
教
団

会
議
室
で
41
総
会
期
第
4
回

常
議
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

常
議
員
全
員
が
出
席
し
た
。

教
区
総
会
を
終
え
て
教
区
議

長
7
名
が
新
し
い
陪
席
者
と

な
っ
た
。
沖
縄
教
区
は
欠
席

だ
っ
た
。
開
会
礼
拝
を
久
世

そ
ら
ち
副
議
長
の
説
教
に

よ
っ
て
さ
さ
げ
て
2
日
間
の

審
議
を
開
始
し
た
。

　
秋
山
徹
総
幹
事
は
、
総
幹

事
報
告
で
17
教
区
総
会
へ
の

問
安
に
つ
い
て
報
告
し
、
沖

縄
教
区
総
会
で
は
石
橋
秀
雄

議
長
と
総
幹
事
が
傍
聴
し
た

こ
と
を
報
告
し
た
。

　
熊
本
大
分
地
震
被
災
教
会

支
援
に
つ
い
て
、
既
に
受
付

口
座
は
終
了
し
た
が
、
募
金

額
は
、
6
月
20
日
現
在
、
1

億
5
7
5
6
万
6
6
3
円
と

な
り
必
要
な
支
援
額
を
満
た

し
て
い
る
と
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
救
援
対
策

継
続
で
は
、
1
教
会
の
返
済

伝道対策

財務
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6
月
3
日
、
教
団
会
議
室
に
て
、

第
52
回
在
日
大
韓
基
督
教
会
と
日

本
基
督
教
団
と
の
宣
教
協
力
委
員

会
が
、「
両
教
会
の
宣
教
課
題
と
宣

教
協
力
に
つ
い
て

－

2
・
8
、
3
・

1
独
立
運
動
1
0
0
周
年
と
教
会
」

の
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
た
。

　
在
日
大
韓
基
督
教
会
か
ら
は
、
金

鐘
賢
総
会
長
は
じ
め
7
名
が
、
日
本

基
督
教
団
か
ら
は
、
石
橋
秀
雄
総
会

議
長
は
じ
め
11
名
が
出
席
し
た
。

　
石
橋
秀
雄
議
長
の
説
教
「
厳
か
に

命
じ
ま
す
」（
2
テ
モ
テ
4
・
1
～

5
）
に
よ
る
開
会
礼
拝
の
後
、
出
席

者
自
己
紹
介
、
前
回
記
録
確
認
、
両

教
会
の
紹
介
が
な
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
昼
食
を
は
さ
ん
で
、
在

日
大
韓
基
督
教
会
川
崎
教
会
の
李

省
展
長
老
よ
り
、「
2
・
8
独
立
宣

言
、
3
・
1
独
立
運
動
と
宣
教
師
・

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
」と
題
し
て
、

2
・
8
独
立
宣
言
成
立
の
背
景
と

3
・
1
独
立
運
動
に
至
る
韓
国
・
日

本
・
米
国
の
宣
教
師
た
ち
の
関
わ
り

や
、
朝
鮮
人
留
学
生
た
ち
の
活
動
に

つ
い
て
、
貴
重
な
資
料
に
基
づ
い
た

講
演
が
あ
っ
た
。

　
講
演
の
後
、
そ
れ
ら
に
関
わ
っ
た

日
本
人
弁
護
士
の
働
き
や
、
米
国
か

ら
韓
国
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
宣
教
師

の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
質
問
な
ど
が

出
さ
れ
、
講
師
か
ら
丁
寧
な
応
答
が

な
さ
れ
た
。

　
続
い
て
、
毎
年
8
月
に
両
教
団
の

議
長
お
よ
び
総
会
長
名
で
発
表
し
て

い
る
「
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
作
成

し
た
ほ
か
、
日
本
お
よ
び
韓
国
の
キ

リ
ス
ト
教
会
の
教
勢
低
下
の
問
題
に

対
す
る
取
り
組
み
や
、
牧
師
と
そ
の

家
族
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
課
題
等

に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　
最
後
に
、
金
鐘
賢
総
会
長
の
説
教

「
教
会
に
仕
え
る
者
」（
コ
ロ
サ
イ

1
・
24
～
29
）
に
よ
る
閉
会
礼
拝
を

も
っ
て
終
了
し
た
。（

雲
然
俊
美
報
）

勿
来
教
会
を
牧
会
し
、
00
年

隠
退
。
遺
族
は
妻
・
松
村
貞

美
さ
ん
。

岡
本
不
二
夫
氏（
隠
退
教
師
）

19
年
6
月
14
日
逝
去
、
91

歳
。
東
京
都
生
ま
れ
。
54
年

日
本
基
督
教
神
学
専
門
学
校

卒
業
。
同
年
よ
り
甲
府
、
上

富
坂
、
白
銀
、
平
塚
、
浦
和

東
教
会
を
牧
会
し
、
98
年
隠

退
。
遺
族
は
妻
・
岡
本
經
子

さ
ん
。

佐
伯
晴
郎
氏
（
隠
退
教
師
）

19
年
7
月
9
日
逝
去
、
92

歳
。
韓
国
・
ソ
ウ
ル
生
ま
れ
。

52
年
日
本
基
督
教
神
学
専
門

学
校
卒
業
。
同
年
よ
り
上
野

教
会
を
牧
会
し
、
宮
城
学
院

に
務
め
、
西
仙
台
教
会
を
経

て
12
年
隠
退
。
遺
族
は
妻
・

佐
伯
淳
子
さ
ん
。

山
本
将
信
氏
（
隠
退
教
師
）

19
年
7
月
15
日
逝
去
、
81

歳
。
鳥
取
県
生
ま
れ
。
67
年

東
京
神
学
大
学
大
学
院
卒

業
。
同
年
よ
り
西
片
町
、
岩

村
田
、
篠
ノ
井
教
会
を
牧
会

し
、13
年
隠
退
。
遺
族
は
妻
・

山
本
愛
子
さ
ん
。

新
屋
順
子
氏
（
隠
退
教
師
）

19
年
1
月
17
日
逝
去
、
93

歳
。
東
京
都
生
ま
れ
。
49
年

日
本
聖
書
神
学
校
卒
業
。
同

年
よ
り
鹿
沼
、
宇
都
宮
、
池

袋
西
、
曙
教
会
を
牧
会
し
、

96
年
隠
退
。
遺
族
は
息
・
新

屋
譲
治
さ
ん
。

　
教
師
検
定
委
員
会
の
使
命
は
、
主

の
召
命
に
応
え
て
日
本
基
督
教
団
の

宣
教
を
担
い
、
主
の
教
会
に
仕
え
る

教
師
を
送
り
出
す

た
め
に
、
教
憲
教

規
に
基
づ
き
、
教

師
検
定
規
則
に

則
っ
て
教
師
検
定

試
験
を
実
施
す
る

こ
と
に
あ
る
。
提

出
試
験
、
学
科
試

験
、
面
接
を
通
し

て
、
教
団
の
教
師

と
し
て
の
召
命
と
、
伝
道
者
と
し
て

福
音
を
宣
べ
伝
え
る
に
必
要
な
神
学

が
身
に
着
い
て
い
る
か
ど
う
か
を
検

定
す
る
。
主
の
御
前
で
、
検
定
す
る

委
員
が
畏
れ
を
感
じ
な
が
ら
、
主
か

ら
託
さ
れ
た
御
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
教
師
検
定
試
験
の
基
準
は
、
第
32

総
会
期
第
5
回
常
議
員
会
で
の
議
決

に
基
づ
い
て
い
る
。「
合
同
教
会
の

ゆ
た
か
さ
の
中
で
、
教
団
信
仰
告
白

を
基
準
と
し
て
教
師
検
定
試
験
を
行

う
」。
和
解
の
福
音
に
根
ざ
し
つ
つ
、

合
同
教
会
と
し
て
の
日
本
基
督
教
団

の
形
成
を
担
い
、
公
同
教
会
に
仕
え

る
教
師
を
立
て
る
こ
と
を
め
ざ
し
て

い
る
。

　
教
師
検
定
委
員
会
で
は
数
総
会
期

に
亘
り
、
受
験
志
願
者
の
試
験
結
果

を
鑑
み
、
受
験
科
目
の
見
直
し
を
図

る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
主

か
ら
託
さ
れ
た
日
本
伝
道
を
前
進
さ

せ
る
た
め
に
は
、
伝
道
者
が
福
音
を

力
強
く
、
明
晰
に
語
る
こ
と
が
課
題

で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
教

団
の
教
師
を
ど
の
よ
う
に
養
成
し
、

検
定
し
、
育
成
す
る
か
に
関
わ
る
こ

と
で
あ
る
の
で
、
各
神
学
校
、
教
師

委
員
会
、
教
師
養
成
制
度
検
討
委
員

会
と
共
に
、
考
え
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
話

し
合
い
な
が
ら
進
め
て
行
き
た
い
と

願
っ
て
い
る
。（

教
師
検
定
委
員
長
）

教師検定委員会

小
勝
章
江
氏
（
隠
退
教
師
）

17
年
11
月
30
日
逝
去
、
88

歳
。
東
京
都
生
ま
れ
。
76
年

日
本
聖
書
神
学
校
卒
業
。
77

年
よ
り
駒
込
、
前
原
教
会
を

牧
会
し
、
99
年
隠
退
。
遺
族

は
姪
・
佐
々
木
薫
さ
ん
。

松
村
伸
和
氏
（
隠
退
教
師
）

19
年
4
月
4
日
逝
去
、
86

歳
。
東
京
都
生
ま
れ
。
65
年

日
本
聖
書
神
学
校
卒
業
。
同

年
よ
り
南
遠
、
出
町
、
登
米
、

教
師
異
動

京
都
丸
太
町辞（

担
）石
川
眞
弓

　
〃
　
就（
兼
担
）石
川
眞
弓

同
志
社
国
際
学
院

就（
教
）石
川
眞
弓

桜
本
　
　
辞（
担
）鈴
木
文
治

　
〃
　
　
就（
主
）鈴
木
文
治

関
西
学
院
大
学

就（
教
）梶
原
直
美

神
戸
イ
エ
ス
団

　
辞（
担
）
ジ
ュ
ノ
ン
山
本
・

　
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア

犬
飼
　
　
就（
代
）本
竜
　
晋

宇
部
　
　
辞（
主
）横
山
　
潤

　
〃
　
　
就（
代
）小
畑
太
作

教
会
解
散

神
愛伝

道
所
廃
止

田
沢
、

北
川
辺

伝
道
所
所
在
地
変
更

瀬
戸
キ
リ
ス
ト
　
〒
781

－

0
2
5
3
　
高
知
市
瀬
戸

南
町
1

－

8

－

17

信仰告白を基準として
井ノ川　勝

41
総
会
期
第
1
回
伝
道
資

金
小
委
員
会
が
6
月
20
日
、

教
団
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ

た
。
出
席
者
の
自
己
紹
介
の

後
、
久
世
そ
ら
ち
委
員
長
、

大
塚
忍
書
記
、
岸
俊
彦
東
京

教
区
議
長
、
岸
憲
秀
宣
教
委

員
会
委
員
長
、
野
村
敏
彦
常

議
員
、
古
屋
治
雄
伝
道
委
員

会
委
員
長
、
宮
本
義
弘
東
海

教
区
議
長
で
委
員
会
を
組
織

し
た
。

　
続
い
て
道
家
紀
一
総
務
幹

事
よ
り
「
伝
道
資
金
小
委
員

会
」
の
働
き
に
つ
い
て
資
料

に
も
と
づ
き
詳
細
な
説
明
を

受
け
た
。
本
委
員
会
は
、
伝

道
資
金
の
交
付
申
請
、
貸
付

申
請
に
関
す
る
審
査
を
行

い
、
常
議
員
会
に
そ
の
結
果

を
報
告
す
る
と
い
う
実
務
を

担
う
委
員
会
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

　
続
い
て
2
0
1
8
年
度
伝

道
資
金
運
用
報
告
を
受
け

た
。
各
委
員
が
分
担
し
各
教

区
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
伝
道

交
付
金
」、「
教
区
伝
道
方
策

交
付
金
」
使
途
報
告
に
つ
い

て
適
切
に
処
理
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
認
め
、
常
議
員
会

へ
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
。

2
0
1
9
年
度
伝
道
資
金
運

用
状
況
に
つ
い
て
も
報
告
を

受
け
た
。
15
教
区
か
ら
申
請

が
あ
っ
た
が
、
九
州
教
区
、

沖
縄
教
区
か
ら
は
届
い
て
い

な
い
。

2
0
2
0
年
度
伝
道
資
金

運
用
に
関
す
る
件
に
つ
い
て

協
議
し
、
2
0
2
0
年
度
伝

道
資
金
運
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

20
年
度
運
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
定

▼︎
伝
道
資
金
小
委
員
会
▲

左より岸委員、久世委員長、大塚書記、
野村、古屋各委員

2019年

　在日大韓基督教会
　日 本 基 督 教 団　平和メッセージ

2019年　平和聖日

日本基督教団　総会議長　石橋秀雄
在日大韓基督教会総会長　金 鐘 賢

　日本基督教団と在日大韓基督教会は、1984年に
宣教協約を締結してから35年の歴史を神に導か
れてきました。わたしたちを結びあわせる主イエ
ス・キリストは、十字架によって敵意の中垣を壊
し、二つのものを一つにしてくださる和解と平和
の主であることを信じ、以下の平和メッセージを
宣言いたします。

＜天皇の代替わりをめぐって＞
　本年5月、天皇の代替わりに伴い、改元が実施さ
れました。しかし、国民が主権者であるべき日本
において、社会生活の時間が天皇の交替に支配さ
れることに強い疑念を覚えます。また、天皇の交
替にともなって一連の行事が神道の装いのもとに
行われています。とくに秋に予定されている大嘗
祭は、神道行事そのものにほかなりません。これ
らが公の行事として行われることは、憲法の定め
る政教分離原則に違背し、基本的人権である信教
の自由を侵害するものです。
　明仁前天皇は、沖縄をはじめ太平洋諸島への「追
悼の旅」を繰り返してきました。そこに平和を願
う意思は表されたものの、かつての戦争と植民地
支配にかかわった昭和天皇の責任が表明されるこ
とはありませんでした。戦後74年間、日本の国民
と政府が、天皇と日本国家の歴史責任を不問に付
してきた姿勢がそこに現れているともいえます。
日韓関係における旧日本軍「慰安婦」問題や、い
わゆる「徴用工」問題などの根底に、こうした戦
後責任の問題が横たわっています。わたしたちは、
北東アジアにおいて日本が真実に和解と平和を構
築する道をたどるために、戦争と植民地支配の歴
史にかかわる戦後責任を自覚し、表明し続けます。

＜憲法第9条と安保問題をめぐって＞
　今、沖縄の民意を踏みにじり、また環境破壊を
も伴って、辺野古米軍基地建設工事が強行されて
います。主権国家であるはずの日本が、日米安保
条約と日米地位協定によって米国に従属させられ
ていることのあからさまなしるしです。わたした
ちは、沖縄の人びとの辺野古基地反対の声を支持
し、連帯していきます。
　安倍政権は、北朝鮮や中国の脅威を過度に強調
し対決姿勢をあらわにしながら、武器輸出三原則
見直し（2014年4月）、集団的自衛権行使容認（同
年7月）、安保関連法制（2015年9月）に続き、憲
法第9条への自衛隊明記を主張し、戦争のできる
国への道を突き進もうとしています。しかし、永
久の戦争放棄と戦力不保持を定め交戦権を否定し
た現行憲法第9条は、世界平和の象徴であり、また
世界への約束です。わたしたちは、キリストの平
和の福音に基づき、憲法第9条改定に断固反対す
るとともに、日本と朝鮮半島の非核・平和の道の
構築を宣教の使命として、目指します。

＜原子力行政と福島放射線健康被害をめぐって＞
　東日本大震災に伴う東京電力福島第一原子力発
電所爆発事故は世界に影響を及ぼし、ドイツなど
の諸国が原発の縮小・廃止へと政策を転換しまし
た。しかし日本政府は従来通りの原子力政策に固
執し、放射線被ばく被害（甲状腺がんなど）の徹底
究明どころか、原発事故と健康被害との関連性さ
え認めようとしていません。自然環境の取り返しの
つかない破壊をももたらしかねない政府の姿勢に
は、核兵器開発のもくろみも疑われています。わた
したちは、政府と東京電力のこうした姿勢への怒り
と憂慮を表明するとともに、脱原発の道を提唱し、
また放射線健康被害状況の徹底究明を求めます。

＜ヘイトスピーチ問題をめぐって＞
　2016年6月にヘイトスピーチ解消法が施行され
ましたが、罰則の伴わない理念法にとどまってい
ます。街頭やインターネット上での在日コリアン
に対するヘイトスピーチ行動は止むことがなく、
その広がりは深刻です。1923年の関東大震災の際

には、こうした差別的流言飛語によって朝鮮人虐
殺事件が起こったことを忘れてはなりません。わ
たしたちは、いのちを脅かし社会を頽廃させるヘ
イトスピーチの防止のため、より徹底した法改正
を強く望みます。

＜朝鮮高校無償化問題をめぐって＞
　日本政府は、北朝鮮との間の外交上の問題を理由
に、理不尽にも朝鮮高校を高校無償化の対象から
除外しています。これは在日コリアンに対する明白
な民族差別であり、子どもの教育権に対する侵害行
為として、国連人権機関も再三、是正を勧告してい
ます。わたしたちは、日本政府が差別政策を即時撤
回し、朝鮮高校の無償化を実現するよう求めます。

＜在日外国人政策をめぐって＞
　日本社会の労働力不足に伴い、「技能実習制度」
が実施されて10年になりますが、国際貢献という
法目的と全くちがって、外国人を低賃金労働力と
して酷使し、深刻な人権侵害がもたらされていま
す。また、昨年の入管法改定によって、新たに「特
定技能1号・2号」という在留資格が設置されまし
たが、これは技能実習生の在留期間を引き延ばし、
低賃金労働体制を温存するものです。
　現在、すでに在日外国人280万人、外国人労働者
がおよそ150万人に及ぶいっぽう、1万人を超える
在日外国人児童が未就学状態に置かれています。
わたしたちは、日本政府が、外国人労働者を使い
捨てる発想に基づく入管行政を改め、共生を尊重
する政策へ転換することを強く願います。

　わたしたちの教会は今、地球を席巻する過酷な
グローバル経済の下で激変していく社会にあっ
て、この世に遣わされたキリストの体なる教会と
して、寄留者を歓待の精神で迎えながら、単にナ
ショナルな教会ではなく、寄留者が招き入れられ
る「神の家族」（エフェソ書2：19）として改革さ
れて行くことが求められています。それは同時に、
教会自体が今から次の時代へと、頭なる主にイエ
ス・キリストによって生かされ、遣わされ、用い
られる道であると考えます。

常議員会

第41総会期

第４回

情
報
収
集
と
共
有
、提
供
の
た
め

﹁
2
・
8
、3
・
1
独
立
運
動
﹂を
テ
ー
マ
と
し
て

♦
在
日
大
韓
基
督
教
会
と
日
本
基
督
教
団
と
の
宣
教
協
力
委
員
会
♦

　
第
2
回
委
員
会
が
、
6
月

24
～
25
日
に
教
団
会
議
室
に

て
行
わ
れ
た
。
会
議
冒
頭
の

時
間
を
伝
道
推
進
室
と
の
合

同
委
員
会
と
し
た
。
伝
道
推

進
室
よ
り
諸
報
告
を
受
け
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
そ
の
後
、
伝
道
委
員
会
単

独
で
扱
っ
た
諸
議
題
の
う
ち

お
も
な
も
の
は
次
の
通
り
。

①
2
0
1
8
年
度
決
算
報

告
に
つ
い
て
、
点
字
「
こ
こ

ろ
の
友
」
を
支
援
す
る
た
め

に
伝
道
委
員
会
よ
り
40
万
円

開
拓
伝
道
援
助
資
金
の
制
度
に
つ
い
て
検
討

▼︎
伝
道
委
員
会
▲

案
を
作
成
し
た
。
本
年
9
月

30
日
ま
で
申
請
を
受
付
。
10

月
3
日
に
開
催
す
る
本
委
員

会
に
お
い
て
申
請
書
を
審

査
。
10
月
開
催
の
常
議
員
会

に
お
い
て
審
査
報
告
、
交
付

額
決
定
と
す
る
。
ま
た
、
伝

道
資
金
運
用
指
針
に
つ
い
て

協
議
し
た
。「
教
会
土
地
取

得
の
た
め
の
貸
付
資
金
（
伝

道
資
金
規
則
第
8
条
）
の
運

用
は
で
き
る
だ
け
早
く
開
始

し
て
い
た
だ
き
た
い
」「
⑸

に
つ
い
て
は
伝
道
資
金
規
則

第
1
条
に
由
来
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
表
現

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
」
と

の
要
望
も
出
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
40
総
会
期
第
3

回
伝
道
資
金
小
委
員
会
に
お

い
て
協
議
さ
れ
た
「
伝
道
資

金
を
巡
る
諸
課
題
に
関
す
る

件
」
を
確
認
し
た
。
特
に
本

委
員
会
は
、
常
議
員
会
の
も

と
で
実
務
と
準
備
を
行
う
委

員
会
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
伝
道
資
金
申
請
の
審
査

基
準
等
は
常
議
員
会
で
協
議

し
、
作
成
し
て
も
ら
う
こ
と

を
要
望
す
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

（
大
塚
　
忍
報
）

　
伝
道
対
策
検
討
委
員
会

は
、
4
月
15
日
に
教
団
会
議

室
に
て
第
2
回
委
員
会
を
、

ま
た
、
7
月
5
日
に
Ｎ
Ｃ
Ｃ

会
議
室
に
て
第
3
回
委
員
会

を
開
催
し
た
。

　
第
2
回
検
討
委
員
会
に
お

い
て
は
、
教
団
伝
道
推
進
基

本
方
針
展
開
検
討
小
委
員
会

か
ら
教
団
伝
道
推
進
基
本
方

針
の
改
訂
案
と
、
各
教
区
総

会
で
配
付
す
る
同
方
針
の
具

体
的
な
展
開
案
が
出
さ
れ
、

こ
れ
を
承
認
し
た
。
ま
た
、

教
団
機
構
改
定
検
討
小
委
員

会
か
ら
は
、
各
教
区
総
会
に

お
い
て
配
付
す
る
教
団
機
構

改
定
案
が
出
さ
れ
、
こ
れ
を

承
認
し
た
。
同
日
午
後
に
開

催
さ
れ
る
第
3
回
（
臨
時
）

常
議
員
会
に
以
上
の
3
つ
の

提
案
を
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
第
3
回
検
討
委
員
会
に
お

い
て
は
、
各
教
区
総
会
に
お

い
て
出
さ
れ
た
意
見
を
踏
ま

え
て
、
教
団
伝
道
推
進
基
本

方
針
展
開
検
討
小
委
員
会
か

ら
具
体
的
な
展
開
と
し
て
、

10
月
よ
り
毎
月
第
3
日
曜
日

に
「
日
本
伝
道
推
進
を
祈
る

日
」
を
実
施
す
る
こ
と
（
各

教
区
か
ら
祈
り
に
覚
え
る
教

会
名
を
挙
げ
て
も
ら
う
、
教

団
新
報
等
に
そ
れ
ら
の
教
会

の
紹
介
欄
を
設
け
る
な
ど
）、

「
全
国
伝
道
推
進
献
金
」
を

実
施
す
る
こ
と
が
提
案
さ

れ
、
こ
れ
を
承
認
し
た
。

　
続
い
て
、
教
団
機
構
改
定

検
討
小
委
員
会
か
ら
、
各
教

区
総
会
で
出
さ
れ
た
意
見

（
教
団
総
会
議
員
数
の
削
減

に
つ
い
て
は
小
規
模
教
区
へ

の
配
慮
が
必
要
、
組
織
の
効

率
化
を
期
待
す
る
、
中
央
集

権
化
を
危
惧
す
る
な
ど
）
を

踏
ま
え
て
検
討
し
た
結
果
、

教
団
総
会
議
員
に
つ
い
て
は

教
区
選
出
議
員
数
を
教
師

1
0
0
名
、
信
徒
1
0
0
名

と
し
、
そ
れ
と
は
別
に
推
薦

議
員
数
を
「
16
名
を
超
え
な

　
常
議
員
会
報
告
・
提
案
を
確
認

▼︎
伝
道
対
策
検
討
委
員
会
▲

い
範
囲
」
と
す
る
こ
と
、
議

員
配
分
に
お
け
る「
一
定
数
」

（
教
師
・
信
徒
各
3
名
）
に

つ
い
て
は
1.5
名
と
2
名
の
2

案
が
あ
る
こ
と
、
常
議
員
数

は
三
役
、
教
師
6
名
、
信
徒

6
名
と
す
る
こ
と
が
提
案
さ

れ
、
こ
れ
を
承
認
し
た
。

　
以
上
の
検
討
の
後
、
第
4

回
常
議
員
会
（
7
月
8
～
9

日
開
催
）
に
、
伝
道
推
進
基

本
方
針
の
具
体
的
な
展
開
に

つ
い
て
は
議
案
を
提
出
す
る

こ
と
、
教
団
機
構
改
定
に
つ

い
て
は
現
在
の
検
討
状
況
を

報
告
し
、
意
見
を
聞
く
こ
と

と
し
た
。

（
雲
然
俊
美
報
）

　
総
幹
事
報
告
の
中
で
「
教

団
青
年
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
の
ア
ピ
ー
ル
が
さ
れ

た
。
ア
ピ
ー
ル
を
行
っ
た
の

は
、
学
生
キ
リ
ス
ト
教
友
愛

会
（
S
C
F
）
主
事
で
あ

り
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

活
動
の
世
話
人
会
の
一
人
で

あ
る
、
野
田
沢
牧
師
。
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て

は
、
各
教
区
総
会
宛
の
議
長

挨
拶
の
中
で
も
触
れ
ら
れ
て

い
た
。

　
活
動
の
目
的
と
し
て
「
青

年
に
関
す
る
情
報
収
集
と
共

有
の
た
め
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
構
築
と
運
営
」、「
青
年
に

関
す
る
情
報
を
関
係
各
所

（
教
会
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義

学
校
等
）へ
提
供
す
る
」、「
青

年
や
青
年
伝
道
従
事
者
の
人

材
育
成
を
助
け
る
」、「
青
年

活
動
に
関
連
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
企
画
運
営
」
等
が
挙
げ

ら
れ
た
。

　
活
動
の
方
向
性
と
し
て
、

リ
フ
ォ
ユ
ー
ス
5
0
0
で
の

経
験
か
ら
、
教
団
内
の
資
源

を
有
効
活
用
す
る
こ
と
の
重

要
性
が
語
ら
れ
た
。

　
具
体
的
に
は
、
現
時
点
で

教
団
内
で
行
わ
れ
て
い
る
教

区
や
自
主
団
体
で
の
青
年
活

動
と
の
連
携
や
、
教
団
関
係

学
校
や
教
務
教
師
と
の
協
働

等
「
教
団
ら
し
さ
」
を
再
評

価
し
つ
つ
、
教
団
以
外
の
団

体
と
の
連
携
を
優
先
す
る
の

で
は
な
い
、
や
や
内
向
き
な

方
向
性
を
目
指
し
て
い
る
こ

と
が
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
た
。

　
加
え
て
、
さ
ら
に
具
体
的

な
事
案
と
し
て
、
青
年
た
ち

の
進
学
や
就
職
に
関
す
る
事

項
、
青
年
の
移
動
に
伴
う
教

会
生
活
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

等
、
青
年
の
信
仰
生
活
を
で

き
る
限
り
細
や
か
に
導
く
こ

と
を
野
田
氏
は
自
身
の
様
々

な
経
験
か
ら
語
っ
た
。

　
議
場
か
ら
、
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
慎
重
さ

を
求
め
る
意
見
が
あ
っ
た
。

（
小
林
信
人
報
）

局
長
辞
任
、代
行
選
任
を
報
告

　
常
議
員
会
初
日
夜
、
教
団

出
版
局
局
長
選
任
に
関
す
る

件
が
審
議
さ
れ
た
。
山
北
宣

久
出
版
局
理
事
長
は
、
6
月

の
出
版
局
理
事
会
で
新
藤
敦

局
長
が
辞
表
を
提
出
し
た
と

報
告
し
た
。山
北
理
事
長
は
、

出
版
局
2
0
1
8
年
度
決
算

の
3
8
0
0
万
円
を
超
え
る

赤
字
と
、
職
員
の
労
務
管
理

の
責
任
を
果
た
せ
て
い
な
い

こ
と
に
よ
り
、
新
藤
局
長
自

ら
が
7
月
末
日
の
引
責
辞
任

を
申
し
出
た
と
説
明
し
、
出

版
局
理
事
会
は
辞
意
を
承
認

し
た
と
報
告
し
た
。

　
次
い
で
新
藤
局
長
が
出
版

局
決
算
報
告
を
行
い
、「
赤

字
は
非
常
事
態
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
く
、
教
勢
の
下

降
傾
向
と
リ
ン
ク
し
て
い

る
」
と
分
析
し
た
。
質
疑
応

答
で
、
キ
リ
ス
ト
教
系
学
校

で
生
徒
へ
の
讃
美
歌
や
聖
書

科
資
料
購
入
の
義
務
づ
け
が

困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と

が
赤
字
に
影
響
し
た
と
説
明

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
事

態
に
あ
え
て
新
局
長
を
選
任

す
る
意
義
が
問
わ
れ
た
。
山

北
理
事
長
は
、
出
版
局
を
あ

る
べ
き
姿
に
近
づ
け
る
た

め
、新
し
く
「
五
人
委
員
会
」

を
組
織
し
た
と
答
え
、
新
体

制
へ
の
備
え
を
示
唆
し
た
。

決
算
報
告
は
、
監
査
報
告
を

経
て
承
認
さ
れ
た
。

　
山
北
理
事
長
は
、
出
版
局

規
定
第
4
条
⑤
に
よ
り
、
次

期
教
団
総
会
ま
で
の
局
長
の

残
任
期
間
は
局
長
代
行
が
務

め
る
と
説
明
し
、
局
長
代
行

に
飯
光
氏
（
出
版
局
職
員
・

在
任
31
年
・
理
事
2
期
目
・

書
記
理
事
・「
五
人
委
員
会
」

構
成
委
員
）
を
推
薦
し
た
。

新
藤
局
長
の
辞
任
と
、
飯
氏

の
局
長
代
行
選
任
が
承
認
さ

れ
た
。
石
橋
秀
雄
教
団
議
長

か
ら
新
藤
局
長
に
、
労
い
の

言
葉
が
か
け
ら
れ
た
。

（
原
田
裕
子
報
）

を
繰
り
出
し
た
こ
と
を
含
む

報
告
が
な
さ
れ
、
こ
れ
を
承

認
し
た
。

　
②
開
拓
伝
道
援
助
資
金
の

う
ち
会
堂
及
び
開
拓
援
助
金

に
つ
い
て
、
本
制
度
の
お
か

れ
た
現
状
を
鑑
み
て
検
討

し
、
資
金
援
助
実
施
要
項
の

変
更
を
し
た
。
現
在
、
資
金

援
助
申
請
の
あ
っ
た
教
会
、

伝
道
所
に
申
請
額
の
満
額
を

支
給
で
き
て
い
な
い
。
今
後

も
同
様
の
状
況
が
続
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
た
め
に
、
資

金
援
助
実
施
要
項
に
次
の
変

更
を
加
え
る
。
年
度
執
行
限

度
額
を
決
定
し
、
援
助
額
を

決
定
す
る
手
順
を
明
文
化
す

る
。
ま
た
、
申
請
教
会
、
伝

道
所
の
経
常
収
入
の
目
安
と

申
請
事
業
規
模
の
上
限
を
明

記
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
限
ら

れ
た
資
金
を
よ
り
適
切
に
用

い
る
こ
と
を
目
指
す
。

　
③
開
拓
伝
道
援
助
資
金
の

う
ち
一
般
貸
出
金
に
つ
い
て

も
、
こ
れ
ま
で
の
制
度
運
用

か
ら
見
ら
れ
た
諸
課
題
を
鑑

み
、
返
済
滞
納
問
題
に
対
す

る
対
応
等
、
検
討
の
必
要
性

を
確
認
し
た
。

　
④
第
12
回
農
村
伝
道
に
関

す
る
協
議
会
開
催
の
件
に
つ

い
て
、
2
0
2
0
年
3
月
初

旬
を
候
補
日
程
と
し
、
伝
道

委
員
会
と
し
て
は
西
中
国
教

区
と
の
共
同
開
催
を
念
頭

に
、
広
島
県
で
の
開
催
に
向

け
て
準
備
を
続
け
る
。

　
⑤
42
総
会
期
（
2
0
2
1

年
）
教
会
中
高
生
・
青
年
大

会
を
開
催
す
る
件
に
つ
い

て
、
同
大
会
の
開
催
お
よ
び

同
大
会
実
行
委
員
会
の
立
ち

上
げ
を
教
育
委
員
会
お
よ
び

伝
道
推
進
室
と
共
同
で
提
案

す
る
た
め
の
協
議
に
入
っ

た
。
近
く
宣
教
委
員
会
に
提

案
す
る
。（

村
上
恵
理
也
報
）
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　18
年
度
決
算
、3
0
0
0
万
円
積
立
に

▼︎
年
金
局
理
事
会
▲　

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
全
国
教
会
婦

人
会
連
合
は
、
6
月
7
～
8
日
に
50

周
年
全
国
集
会
を
開
催
。
主
題
「
愛

と
真
理
に
生
き
る
と
は

－

ヨ
ハ
ネ

に
よ
る
福
音
書
に
聴
く
」。
会
場
の

幕
張
メ
ッ
セ
国
際
会
議
場
に
は
、
北

海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、
そ
し
て
エ

キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
ゲ
ス
ト
を
加
え
て

9
0
0
人
を
越
え
る
参
加
者
が
一
堂

に
会
し
た
。
今
回
の
集
会
は
、「
世

代
を
こ
え
て
つ
な
が
ろ
う
」
と
呼
び

か
け
、
若
い
子
育
て
世
代
や
有
職
女

性
も
参
加
し
や
す
い
よ
う
二
日
目
は

土
曜
日
に
設
定
し
た
。

　
開
会
礼
拝
の
後
は
、
50

周
年
セ
レ
モ
ニ
ー
。
チ
ェ

ロ
演
奏
に
聞
き
入
り
な
が

ら
、
会
場
の
大
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し

出
さ
れ
た
「
婦
人
会
連
合
の
50
年
の

歩
み
」
を
見
て
、
改
め
て
歴
史
を
ふ

り
返
る
時
と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
、
婦
人
会
連
合
の
活
動
を

担
う
小
委
員
会
が
企
画
し
た
5
つ
の

分
科
会「
聖
書
か
ら
聴
く
平
和
」、「
教

会
・
伝
道
」、「
環
境
・
子
ど
も
」、「
世

界
と
の
連
帯
」、「
老
い
と
祝
福
」
の

中
で
、
希
望
し
た
分
科
会
に
参
加
。

夜
に
は
連
合
ア
ワ
ー
と
な
り
、
各
教

区
よ
り
の
報
告
を
受
け
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
に
思
い
を
は
せ
る
と
共

に
、
課
題
を
共
有

し
た
。
最
後
に
独

唱
と
会
場
一
体
と

な
っ
た
賛
美
で
一

日
目
は
終
了
。

　
二
日
目
は
、
朝

祷
の
後
、
篠
浦
千

史
牧
師
（
四
国
・

さ
や
教
会
）
に
よ

る
主
題
講
演
。
ヨ

ハ
ネ
に
よ
る
福
音

書
だ
け
に
登
場
す
る
女
性
を
取
り
上

げ
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
語
ら
れ
た
。
ア

ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
わ
か
り
や
す
く
、

力
強
い
講
演
で
心
に
響
い
た
」、「
自

分
に
語
ら
れ
た
言
葉
と
し
て
受
け
止

め
励
ま
さ
れ
た
」、「
神
さ
ま
が
私
を

愛
し
、
一
人
一
人
賜
物
が
与
え
ら
れ

て
い
る
」
等
多
く
の
言
葉
が
寄
せ
ら

れ
た
。

　
心
和
ん
だ
参
加
者
の
子
ど
も
た
ち

に
よ
る
キ
ッ
ズ
賛
美
・
ゴ
ス
ペ
ル（
あ

な
た
を
た
た
え
等
）
の
後
、「
主
題

を
深
め
る
」、「
若
い
世
代
の
た
め
の

講
演
」、「
自
由
に
交
流
を
」
の
3
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
交
わ
り
の
時
を

も
っ
た
。
今
回
、
子
ど
も
の
た
め
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
し
っ
て
る
？
う
ま
れ

た
と
き
の
　
お
は
な
し
」
も
実
施
、

幅
広
い
参
加
者
を
意
識
し
て
い
ろ
い

ろ
な
形
で
関
わ
れ
る
よ
う
に
準
備
を

重
ね
た
。

　
最
後
に
閉
会
礼
拝
・
聖
餐
式
、
全

員
で
あ
ず
か
る
聖
餐
は
、
主
に
つ
な

が
る
恵
み
を
実
感
す
る
格
別
の
時
と

な
っ
た
。

　
全
日
程
を
通
し
て
、
婦
人
会
連
合

の
歩
み
を
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
神
へ

の
感
謝
・
賛
美
を
表
す
集
会
に
な
っ

た
こ
と
を
願
う
。
そ
し
て
教
団
の
宣

教
に
か
か
わ
る
教
会
婦
人
の
連
帯
す

る
組
織
と
し
て
、
教
団
内
自
主
活
動

団
体
の
立
ち
位
置
を
覚
え
つ
つ
、
今

後
も
希
望
を
も
っ
て
歩
ん
で
い
き
た

い
。

　
こ
の
集
会
で
体
感
し
た
全
国
の
教

会
に
連
な
る
教
会
婦
人
の
連
帯
を
心

に
と
ど
め
つ
つ
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ

が
御
言
葉
に
聴
き
従
い
、
遣
わ
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
活
き
活
き
と
主
の
た
め

に
働
く
。
そ
の
よ
う
な
力
が
与
え
ら

れ
た
全
国
集
会
で
あ
っ
た
。
私
た
ち

の
思
い
を
越
え
る
主
の
恵
み
に
感

謝
！

（
渡
辺
多
恵
子
報
／
50
周
年
全
国
集

会
準
備
委
員
長
）

　
今
、
教
会
付
属
幼
稚
園
の
庭
に

真
っ
赤
な
カ
ン
ナ
の
花
が
咲
い
て
い

る
。
越
谷
幼
稚
園
は
カ
ン
ナ
リ
レ
ー

に
参
加
し
た
。
カ
ン
ナ
リ
レ
ー
に
つ

い
て
、「
広
島
原
爆
投
下
か
ら
一
か

月
、
爆
心
地
8
2
0
ｍ
に
咲
い
た

真
っ
赤
な
カ
ン
ナ
。
子
ど
も
た
ち
と

リ
レ
ー
し
て
お
互
い
が
お
互
い
を
想

う
心
で
平
和
を
つ
な
い
で
い
ま
す
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
広
島
の
原
爆
資
料
館
に
行
く
と
、

原
爆
が
投
下
さ
れ
て
焼
け
野
原
と

な
っ
た
地
に
、
カ
ン
ナ
の
花
が
咲
く

写
真
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
75
年
間

草
木
は
生
え
な
い
と
言
わ
れ
た
爆
心

地
に
一
か
月
後
咲
い
た
真
っ
赤
な
カ

ン
ナ
、
ま
さ
に
奇
跡
の
花
だ
。
広
島

の
30
校
が
球
根
を
育
て
、
子
ど
も
た

ち
が
「
未
来
を
つ
な
ぐ
カ
ン
ナ
リ

レ
ー
」
を
担
い
全
国
1
6
7
校
、
世

界
14
カ
国
に
バ
ト
ン
が
つ
な
が
っ
て

い
る
。

　
こ
の
球
根
を
幼
稚
園
の
年
長
組
が

植
え
て
、
2
回
目
の
花
が
今
咲
い
て

い
る
。
今
年
の
11
月
に
、
年
長
組
の

子
ど
も
た
ち
が
掘
り
出
し
て
、
球
根

の
半
分
を
「
カ
ン
ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

球
根
保
管
先
」
に
送
る
。

　
今
年
の
年
長
組
の
年
間
主
題
聖
句

は
「
平
和
を
実
現
す
る
人
々
は
、
幸

い
で
あ
る
」（
マ
タ
イ
5
・
9
）
で
、

カ
ン
ナ
リ
レ
ー
に
記
さ
れ
て
い
る

「
お
互
い
が
お
互
い
を
想
う
心
で
平

和
を
」
で
あ
る
。

　
こ
の
心
を
、
真
っ
赤
な
カ
ン
ナ
を

見
つ
め
な
が
ら
、「
お
互
い
を
想
う

心
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
年
長

組
の
子
ど
も
た
ち
と
考
え
る
生
活
を

し
て
い
る
。

（
教
団
総
会
議
長
　
石
橋
秀
雄
）

「
平
和
リ
レ
ー
」

－

真
っ
赤
に
咲
い
た
カ
ン
ナ

－

　
年
度
末
が
近
づ
い
た
日
曜
日
、

礼
拝
で
説
教
が
始
ま
っ
た
途
端
、

礼
子
さ
ん
の
目
か
ら
涙
が
落
ち
始

め
た
。
明
確
な
理
由
は
な
い
が
、

そ
こ
で
「
あ
あ
、
長
老
の
務
め
を

終
わ
る
時
が
来
た
」
と
、
な
ぜ
か

ス
ト
ン
と
実
感
で
き
た
そ
う
で
あ

る
。

　
大
曲
教
会
の
牧
師
で
あ
っ
た

（
1
9
2
5
年
～
1
9
8
0
年
）

荒
井
源
三
郎
は
義
父
。
そ
の
次
男

で
あ
る
荒
井
嗣
さ
ん
と
、
夫
婦
そ

ろ
っ
て
長
年
に
わ
た
り
大
曲
教
会

を
支
え
て
き
た
。
近
年
は
礼
子
さ

ん
が
会
計
を
は
じ
め
、
長
老
と
し

て
仕
え
て
き
た
。
自
分
の
年
齢
や

体
の
こ
と
、
ま
た
家
族
の
事
情
も

あ
っ
て
、
急
に
日
曜
日
に
礼
拝
に

参
列
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
。
腰

の
具
合
な
ど
を
含
め
、
こ
れ
以
上

よ
く
な
ら
な
い
と
医
者
に
言
わ
れ

る
体
の
部
分
も
増
え
て
い
る
。
た

だ
他
の
役
員
に
聞
け
ば
、
や
は
り

礼
子
さ
ん
が
役
員
会
に
い
て
欲
し

い
と
い
う
声
も
上
が
る
。

　
例
年
牧
師
が
、
教
会
総
会
で
選

出
さ
れ
る
役
員
に
、
召
命
を
問
い

か
け
て
い
る
。
選
挙
で
選
ば
れ
て

世
に
現
れ
出
た
こ
の
結
果
を
、
御

心
と
し
て
受
け
止
め
る
か
、
と
。

　
義
父
の
関
係
で
、
家
に
奥
羽
各

地
か
ら
牧
師
が
集
ま
る
こ
と
も

度
々
あ
っ
た
。
そ
し
て
色
々
な
話

が
時
に
と
り
と
め
も
な
く
交
わ
さ

れ
る
が
、
何
か
を
決
め
る
と
き
や

何
か
を
行
う
と
き
に
「
召
命
だ
か

ら
」
と
い
う
理
由
が
、
ど
う
し
て

も
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。
確
か

に
そ
う
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

ど
こ
で
、
ど
う
や
っ
て
神
さ
ま
の

声
を
聞
い
た
の
？
と
い
う
疑
問
が

拭
い
切
れ
な
か
っ
た
。

　
召
命
に
関
し
、
召
さ
れ
る
声
を

聞
く
こ
と
は
決
定
的
だ
が
、
召
さ

れ
続
け
て
い
る
こ
と
を
確
信
す
る

こ
と
も
、そ
し
て
、召
し
が
終
わ
っ

た
時
を
き
ち
ん
と
把
握
す
る
こ
と

も
大
切
だ
と
牧
師
は
語
る
。
今
は

そ
れ
に
ア
ー
メ
ン
と
言
え
る
。
こ

れ
ま
で
の
長
年
に
わ
た
る
働
き

を
、
献
身
と
し
て
神
さ
ま
に
さ
さ

げ
、
長
老
と
し
て
の
召
し
は
一
旦

終
わ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
教

会
員
、
一
礼
拝
者
と
し
て
の
召
し

に
変
わ
ら
ず
に
仕
え
て
い
き
た
い

と
信
じ
る
。

荒井　礼子さん

　主の召しに応える

　大曲教会員。夫・嗣（よつぎ）
氏と娘とで荒井医院を営んでい
る。

　
6
月
27
～
28
日
、
第
2
回

年
金
局
理
事
会
が
開
催
さ
れ

た
。
今
回
の
理
事
会
は
、
41

総
会
期
の
教
団
年
金
局
業
務

を
担
う
新
し
い
メ
ン
バ
ー
全

員
が
揃
い
、
新
体
制
を
確
認

し
合
う
会
合
と
な
っ
た
。

　
主
要
議
題
は
2
0
1
8
年

度
年
金
局
事
業
報
告
及
び
決

算
の
承
認
と
2
0
2
0
年
度

計
画
案
の
承
認
に
関
す
る
件

で
あ
っ
た
。
18
年
度
の
事
業

と
し
て
は
、
約
7
5
0
名
の

隠
退
教
師
お
よ
び
遺
族
の

方
々
に
約
4
億
5
0
0
0
万

円
の
年
金
給
付
を
行
っ
た
。

全
平
均
で
一
人
当
た
り
約
60

万
円
／
年
（
終
身
退
職
年
金

に
限
る
と
約
72
万
円
／
年
）

と
な
る
。

　
18
年
度
決
算
と
し
て
は
、

収
入
総
額
が
約
5
億
円
、
こ

れ
に
対
す
る
支
出
総
額
が
約

4
億
7
0
0
0
万
円
で
、
約

3
0
0
0
万
円
の
収
支
差
額

を
計
上
し
た
。
こ
れ
を
積
立

金
に
繰
入
れ
た
結
果
、
18

年
度
末
積
立
金
は
約
42
億

8
0
0
0
万
円
と
な
っ
た

が
、
こ
の
額
は
責
任
準
備
金

の
50
％
を
僅
か
に
超
え
る
水

準
で
し
か
な
く
、
年
金
制
度

を
健
全
に
維
持
す
る
た
め
に

は
更
な
る
積
み
上
げ
が
要
請

さ
れ
る
。

　
収
支
の
内
訳
に
つ
い
て
み

る
と
、
年
金
の
掛
金
収
入

が
約
3
億
2
0
0
0
万
円

に
留
ま
っ
た
の
に
対
し
給
付

額
が
約
4
億
5
0
0
0
万
円

で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
差

額
は
約
1
億
3
0
0
0
万
円

の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。
こ

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
た
の
は

各
教
会
か
ら
の
謝
恩
日
献
金

約
4
1
0
0
万
円
、
隠
退
教

師
を
支
え
る
運
動
（
1
0
0

円
献
金
）
か
ら
の
繰
入
金
約

5
8
0
0
万
円
、
そ
れ
に
資

産
運
用
益
約
5
0
0
0
万
円

な
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
教
団

か
ら
は
年
金
の
業
務
運
営
費

に
ほ
ぼ
相
当
す
る
2
0
0
0

万
円
が
例
年
ど
お
り
繰
入
支

給
さ
れ
た
。

　
こ
の
2
0
1
8
年
度
事
業

報
告
及
び
決
算
案
が
承
認
さ

れ
た
後
、
2
0
2
0
年
度
計

画
案
が
上
程
さ
れ
、
一
部
修

正
の
う
え
承
認
さ
れ
た
（
こ

れ
ら
の
案
件
は
7
月
の
教
団

常
議
員
会
に
付
議
し
承
認
さ

れ
た
）。

　
理
事
会
で
は
こ
の
ほ
か
各

種
報
告
が
な
さ
れ
、
各
教
区

か
ら
は
謝
恩
日
献
金
及
び

1
0
0
円
献
金
に
つ
い
て
の

教
会
参
加
率
向
上
等
に
つ
き

活
発
な
意
見
交
換
お
よ
び
質

疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
年
金
に
関
す
る
世

間
一
般
の
関
心
が
高
ま
っ
て

き
て
い
る
こ
と
を
も
踏
ま

え
、
理
事
会
の
中
で
、
年
金

業
務
に
精
通
し
た
年
金
局
顧

問
に
よ
る
「
公
的
年
金
制
度

の
現
状
と
展
望
」
と
題
す
る

レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
。
充

実
し
た
2
日
間
の
理
事
会
で

あ
っ
た
。

（
中
川
義
幸
報
）

「愛と真理に生きるとは」を主題に開催
✤全国教会婦人会連合　50周年全国集会✤

　
上
、
9
0
0
名
一
堂
に
集
い

　
下
、
篠
浦
氏
に
よ
る
主
題
講
演
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